
平
成
二
十
年
四
月
四
日
提
出

質
問
第
二
六
五
号

我
が
国
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
拠
出
額
の
世
界
順
位
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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我
が
国
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
拠
出
額
の
世
界
順
位
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
二
〇
〇
七
年
の
拠
出
額
が
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
拠
出
額
を
下
回
り
、
そ
の
世
界

順
位
を
前
年
の
三
位
か
ら
五
位
に
下
げ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

我
が
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
世
界
順
位
が
五
位
へ
と
更
に
低
下
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
、
特
に
外
務
省
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

二

我
が
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
額
は
、
一
兆
四
百
六
十
六
億
円
と
世
界
一
を
誇
っ
て
い
た
二
〇
〇
〇
年
の
時
点
か
ら
見
て
も
、
二

〇
〇
一
年
一
兆
百
五
十
二
億
円
、
二
〇
〇
二
年
九
千
百
六
億
円
、
二
〇
〇
三
年
八
千
五
百
七
十
八
億
円
、
二
〇
〇
四
年
八
千

百
六
十
九
億
円
、
二
〇
〇
五
年
七
千
八
百
六
十
二
億
円
、
二
〇
〇
六
年
七
千
五
百
九
十
七
億
円
、
二
〇
〇
七
年
七
千
二
百
九

十
三
億
円
、
そ
し
て
二
〇
〇
八
年
七
千
二
億
円
（
い
ず
れ
も
外
務
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
と
、
減
額
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
二
〇

〇
七
年
六
月
一
日
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
二
四
〇
号
）
で
政
府
は
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
開
発
途
上
国
の
安
定
と
発

展
の
た
め
の
支
援
を
通
じ
て
、
国
際
社
会
の
平
和
と
繁
栄
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
開
発
途
上
国
と
の
友
好
関

係
を
一
層
増
進
し
、
資
源
や
市
場
を
海
外
に
大
き
く
依
存
す
る
我
が
国
の
国
益
の
増
進
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
が
我
が
国
の
国
益
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
が
、
い
た
ず
ら
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
減
額
す
る
前
に
、
ま

一



ず
は
他
の
政
府
予
算
が
無
駄
に
使
わ
れ
て
い
る
部
分
を
先
に
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
無
駄
を
な
く
せ
ば
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に

充
て
る
予
算
は
十
分
捻
出
で
き
る
と
思
料
す
る
が
、
政
府
、
特
に
外
務
省
の
見
解
如
何
。

三

本
年
七
月
に
北
海
道
洞
爺
湖
で
サ
ミ
ッ
ト
（
以
下
、
「
サ
ミ
ッ
ト
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
る
が
、
今
次
我
が
国
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
世
界
順
位
が
五
位
に
低
下
し
た
こ
と
は
、
「
サ
ミ
ッ
ト
」
に
お
け
る
、
更
に
は
国
際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
存
在

感
、
発
言
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
、
特
に
外
務
省
の
見
解
如
何
。

四

我
が
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
対
国
民
総
所
得
比
は
、
二
〇
〇
七
年
で
〇
�
一
七
％
で
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ

Ｃ
）
諸
国
中
、
下
か
ら
数
え
て
三
番
目
で
あ
る
と
本
年
四
月
四
日
付
の
新
聞
は
報
じ
て
い
る
。
世
界
第
二
位
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
誇
る
我
が
国
が
、
右
の
様
に
国
民
総
所
得
比
で
ご
く
わ
ず
か
な
割
合
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
し
か
拠
出
し
て
い
な
い
こ
と

は
、
世
界
に
お
け
る
我
が
国
の
存
在
感
、
発
言
力
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
日
本
が
発
展
途
上
国
の
援
助
に
熱
心
で
は
な
い
と

い
う
、
間
違
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
シ
グ
ナ
ル
を
国
際
社
会
に
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
、
特

に
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


